
地
方
か
ら
、

「
基
準
の
廃
止
」

全
国
学
童
保
育
部
会
は
、

11
月
7
日
、
厚
生
労
働
省

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ

た
「
社
会
保
障
審
議
会

放
課
後
児
童
対
策
に
関
す

る
専
門
委
員
会
」
は
、
ど

う
い
う
内
容
の
も
の
か
を

尋
ね
ま
し
た
。

厚
労
省
は
「
基
準
が
定

め
ら
れ
て
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
質
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
そ
の
確
保

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

を
議
論
す
る
。
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

一
方
で
、
全
国
知
事
会

な
ど
地
方
か
ら
人
手
不
足

を
理
由
に
し
て
「
支
援
員

の
資
格
や
配
置
基
準
を
、

緩
和
あ
る
い
は
廃
止
」
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

部
会
は
、
「
非
常
勤
ば

か
り
を
多
く

配
置
す
る
実

施
は
す
で
に

限
界
。
施
設

長
、
複
数
の

常
勤
指
導
員

な
ど
配
置
基

準
に
基
づ
く

補
助
単
価
に

す
べ
き
」
と

今
後
の
方
向

性
を
迫
り
ま

し
た
。

逆
行
す
る

自
治
体

参
加
し
た

姫
路
支
部
か

ら
、
「
市
の
提
案
で
新
し

く
主
任
の
ポ
ス
ト
が
作
ら

れ
た
が
、
週
30
時
間
労
働
、

年
収
１
０
３
万
円
以
下
、

と
い
う
条
件
。
普
通
に
働

い
て
い
る
指
導
員
よ
り
短

い
勤
務
の
人
を
主
任
に
し

て
も
、
何
に
も
な
ら
な
い
。
」

福
岡
支
部
か
ら
「
指
定

管
理
者
制
度
に
な
っ
て
、

常
勤
者
の
人
数
が
減
ら
さ

れ
、
保
育
や
保
護
者
と
の

対
応
に
手
が
回
ら
な
い
。

安
定
的
、
継
続
的
な
仕
事

に
は
な
ら
な
い
」
と
、
各

地
域
か
ら
指
導
員
の
不
安

定
、
低
賃
金
の
実
態
を
発

言
し
ま
し
た
。

厚
労
省
は
「
自
治
体
の

担
当
者
も
こ
の
事
業
の
大

切
さ
を
、
理
解
を
深
め
て

ほ
し
い
。
予
算
を
し
っ
か

り
出
す
こ
と
も
含
め
て
、

市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て

や
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、

国
と
し
て
も
困
る
。
」
と
、

国
と
自
治
体
の
認
識
の
差

に
困
惑
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。

（
部
会
事
務
局

田
村
一
志
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯
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11.8 中央行動

11月８日、建交労中央行動が行われ、全国学童保育部

会は決起集会、国会議員要請行動などで奮闘しました。

議員要請の様子を、愛知支部加藤充浩さんの報告で紹介

します。

「今回は、福岡と群馬の指導員さんと一緒に、助成金や

施設、指定管理者の問題など各地の現状を踏まえながら訴

えをしてきました。秘書さんの対応が多かったですが、過

去２回に比べて、こちらの話に質問も返してくれたりと、

対応が良くなってるように感じ

ました。

また、１名議員の方とも話が

できました。九州の議員さんで

したが、愛知や群馬など、他の

地域の話も真剣に聞いてくれて、

｢学童の指導員さんの現状や待

遇の情報などがあれば教えてほ

しい｣と学童保育全体の事を考

えてくれているのが伝わってき

ました。

これからは保育の中身や子ども達の現状も訴えて、学童

をより良くしてもらうよう話をしていく必要があるのかな

と思いました。

学童部会は34人の参加で、

72人の国会議員へ要請しま

した。写真：国土交通省前

の集会にて。

「基準を緩めないように」と政府の姿勢を正

しました。：厚労省にて。


